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『飲み水を 未来につなごう ぼくたちで』
令和２年度 水道週間スローガン

R2.10.9 西脇市 建設水道部 施設管理課 工務課

令和２年度第１回西脇市上下水道事業審議会資料
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効率化・経営健全化の取組

○統廃合による施設規模の最適化

西脇地区
・芳田浄水場の廃止 平成27年度
・春日浄水場の廃止 令和３年度

黒田庄地区
・田高浄水場の運転休止 平成29年度
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春日浄水場
（昭和49年）

令和２年６月から停止
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スリムな整備計画（西脇地区）

令和元年度 日最大給水（配水）量 11,156㎥ 計画の約85％

日最大給水量：3,240㎥（上戸田）＋ 3,330㎥（大木）＋ 6,480㎥（県水）＝ 13,050㎥

津万地区・比延地区

芳田地区

野村地区・重春地区・西脇地区・下戸田・上戸田

日野地区

P

比延地区

P

P

県水受水

8,000㎥（6,480㎥）

第３浄水場

2,030㎥

上戸田浄水場

3,240㎥ 大谷山配水池

芳田配水池

岡之山配水池

春日浄水場 8,000㎥

春日配水池

野中配水池

大木浄水場

3,330㎥

統合

送水 送水・給水（配水） 給水（配水）

H27完了

H27完成

H28完成

R3予定
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西脇市水道事業経営戦略（概要版）より



喜多・岡・福地・門柳

黒田・前坂

石原・田高

船町・小苗

大門・津万井・大伏・西澤

黒田浄水場

2,400㎥

黒田配水池

大伏浄水場

650㎥

田高浄水場

1,450㎥

田高配水池

大伏配水池

井

日最大給水量：2,400㎥（黒田）＋ 650㎥（大伏）＝3,050㎥

令和元年度 日最大給水（配水）量 2,343㎥ 計画の約77％

送水 給水（配水） 原水

スリムな整備計画（黒田庄地区）

H29完了

5

西脇市水道事業経営戦略（概要版）より



田高浄水場

黒田浄水場

黒田水源地

新黒田配水池

田高配水池

浄水設備休止
※取水井は使用

田高・黒田
取水井戸

一括浄水処理

送水ポンプ

田高・黒田
配水池へＰ

【浄水場統合概要図】
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不明水・漏水調査の取組

○西脇地区
大木浄水場及び春日浄水場の配水区域

○黒田庄地区
大伏浄水場及び黒田浄水場の配水区域
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漏水調査業務➀ 【監視型調査】

設置状況

仕切弁や消火栓などに自動検知式漏水発見器（音圧ロガー）
を数日間設置し、記録されたデータの解析により、一定区域
内の漏水の有無を調査します。
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撤去状況



漏水調査業務② 【音聴調査】

弁栓音聴調査 路面音聴調査

9

音聴棒を使用し、仕切弁や
消火栓などから異常音を調
査します。

漏水探知器を使用し、水道
管から道路面に伝播してい
る漏水音を調査します。



漏水調査業務③ 【確認調査】

路面音聴調査により確認された異常音箇所をドリルなどで穿
孔し、漏水位置を特定します。
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R1 漏水調査業務実施箇所図

【R1 調査概要】
監視型漏水調査 274箇所
弁栓音聴調査 56km
戸別測定調査 3,764戸
路面音聴調査 39㎞
確認調査 22㎞

削減量
約500㎥/日
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管路の整備・更新

○老朽管の更新

・老朽管の更新と耐震化（主要基幹管路）

・JR軌道下の管更生（コスト縮減と耐震化）
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水道事業

１老朽管の更新
・西脇地区（老朽管の更新と耐震化）
・黒田庄地区（老朽管の更新と耐震化）

２緊急遮断弁の設置
・地震、異常配水時に給水を貯留
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耐震管 GX形ダクタイル鋳鉄管
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老朽管更新工事（JR軌道下）管更生工法

56年経過後の水道管
（西脇市内老朽管）
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配水管更生工事（ＪＲ加古川線横断管）

S30年工事の状況

新西脇
西脇市

北

野村踏切

管内状況 管更生後
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更新工事の状況 老朽管更新工事（一般部）

老朽管更新工事（軌道下）管更生工法
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至門柳

しいの橋

県道バイパス工事に併せ、水道管の新設し、
安定した給水確保と約5百万円のコスト削減

黒田庄地区配水管布設替（その９）工事

県道への新設管工事（黒田庄町喜多）
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施行延長
L=160m



19

老朽管

水道の
老朽管

黒田庄小苗地区～北部地区
統合管路施設機能強化(その４)工事

県道橋 船町橋の老朽管更新（黒田庄町船町）

19
水道管

県の橋梁補修工事の足場を供用すること
で 約15百万円のコスト削減

汚水管



黒田庄町門柳配水管布設替工事

工事箇所

東はりま
日時計の丘公園

門柳調整池

【工事概要】
配水管布設
ｱﾗﾐﾄﾞがい装ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ100 Ｌ＝114ｍ
DCIP-GXφ100 Ｌ＝ 44ｍ
DCIP-GXφ75 Ｌ＝ 1ｍ

舗装工
表層工t=5㎝ Ａ＝ 45㎡20



春日配水池緊急遮断弁設置工事

春日浄水場

春日配水池

春日配水池

春日橋

既設管CIPφ400
1975年（45年経過）

工事箇所

【工事概要】
緊急遮断弁φ400 Ｎ＝１台
緊急遮断弁制御盤 Ｎ＝１台
配水管布設
DCIP-GXφ400 Ｌ＝24ｍ

送水管布設
DCIP-GXφ250 Ｌ＝21ｍ
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震度５以上の地震と異常配水に弁が閉まり配水を停止。
V=２、１００㎥（最低管理水量）の給水の貯留が可能



西脇市の耐震化率（Ｒ１年度末）

西脇地区 黒田庄地区 合 計

総延長（Ａ） 304㎞ 70㎞ 374㎞

Ｒ１年度更新延長 1.4㎞ 1.4㎞ 2.8㎞

耐震管延長（Ｂ） 105.9㎞ 6.9㎞ 112.8㎞

耐震化率（Ｂ／Ａ）
34.8％

前年度比（+0.3㌽）
9.9％

前年度比（+1.9㌽）
30.2％

前年度比（+0.6㌽）

管路耐震化率

西脇地区 黒田庄地区 合 計

配水池数 21箇所 5箇所 26箇所

配水池容量 13,875㎥ 2,740㎥ 16,615㎥

耐震適合容量 13,455㎥ 2,400㎥ 15,855㎥

97.0％ 87.6％ 95.4％

配水池震化率

耐震適合率 耐震化率

西脇市 58.7％ 43.2％

兵庫県平均 45.9％ 29.8％

全国平均 40.3％ 25.9％

基幹管路耐震化率
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下水道事業の取組

建設水道部23



公共下水道と農業集落排水の統合

○芳田分区の農業集落排水を流域下水道へ統合

○黒田庄小苗地区の農業集落排水を黒田庄北部
地区の農業集落排水へ統合
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持続可能な下水道事業 汚水の統廃合

公共下水道（西脇地区・流域）

公共下水道（黒田庄地区・単独）

農業集落排水（西脇地区）

農業集落排水（黒田庄地区）

処理場

①西脇地区(公共）

⑪黒田庄地区(公共）

流域下水道幹線へ
流域下水道幹線へ

旧西脇市地区 統合前 統合後
処理区数 10 1
処理場数 9 0

旧黒田庄町地区 統合前 統合後
処理区数 4 1
処理場数 4 1

２処理区 １処理場１４処理区 １３処理場

①西脇地区(公共）

⑪黒田庄地区(公共）
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⑭黒田庄小苗地区
⑬黒田庄北部地区

⑪黒田庄地区（公共）

⑫黒田庄中部地区

⑩住吉地区

④中畑地区

⑥日野北地区

③合山地区

⑦明楽寺落方地区

⑨岡崎上王子地区

②水尾地区 ⑤高松地区

①西脇地区（公共）

処理場
公共下水道（西脇地区・流域）
公共下水道（黒田庄地区・単独）
農業集落排水（西脇地区）
農業集落排水（黒田庄地区）

⑧出会地区

生活排水処理施設の統廃合計画（案）

旧西脇市

旧黒田庄町

26

R1.9統合

R2.4統合



MP

MP

MP
No.18-1-1

MP

MP

3
MP

出会地区浄化センター

岡崎上王子地区浄化センター

明楽寺落方地区浄化センター

水尾地区浄化センター

MP No.28-1

合山地区浄化センター

令和元年度 芳田分区の統合状況

27
既設管利用



西脇市公共下水道事業
芳田文区統合汚水管渠（その７）工事

合山処理区中継ポンプ場（2号MP) 八坂地区中継ポンプ場（3号MP)
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５ｍの掘削



黒田庄小苗地区の農業集落排水を
黒田庄北部地区の農業集落排水へ統合

県道山南多可線船町橋への添架 H30-31 小苗8号中継ポンプ場切替作業

H30-31

水道管撤去

令和元年９月供用開始

29

汚水



施設の長寿命化

○黒田庄浄化センターの長寿命化

○マンホールポンプの長寿命化
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施工箇所
西脇市特定環境保全公共下水道
黒田庄浄化センター

管理機械棟

水処理棟西脇市特定環境保全公共下水道
黒田庄浄化センターの長寿命化
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設置年度 経過年数 耐用年数 超過年数

1996年 23年 15年 ８年

①砂ろ過装置・・・
場内用水用に二次処理水をろ過する

装置。

施工前 施工後

32

工事概要
機械設備 ①砂ろ過装置 （更新）N=１基

②砂ろ過用空気圧縮機（更新）N=２台
③原水ストレーナ （更新）N=１台
④ストレーナ （更新）N=１台
⑤スクリーン （長寿命化）N=１台（追加）

電気設備 ①電気設備 （更新）N=１式
工事期間 令和元年６月４日～令和２年２月28日

腐食による漏水



西脇市公共下水道事業
汚水中継ポンプ長寿命化（その３）工事

地区別 個所数

公共下水道 西脇地区 54箇所

公共下水道 黒田庄地区 31箇所

農業集落排水 西脇地区 46箇所

農業集落排水 黒田庄地区 44箇所

合計 175箇所

西脇地区 マンホールポンプの長寿命化
西脇市の中継ポンプ場数

33
制御盤

フロートスイッチ

1号水中ポンプ

2号水中ポンプ



浸水対策事業

○西脇地区
・郷瀬第１号雨水幹線工事（R1～）

○黒田庄地区
・黒田庄町田高地区・前坂地区（R1～）
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浸水対策下水道事業 郷瀬第１号雨水幹線工事

35

浸水対策下水道事業
郷瀬第１号雨水幹線排水路改良（その７）工事 （工事完成後）



郷瀬第１号雨水幹線排水路改良（その７）工事 完成
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平成３０年７月豪雨
浸 水 個 所

37

黒田庄町小苗黒田庄町船町

黒田庄町石原

黒田庄町黒田

黒田庄町田高

黒田庄町前坂

黒田庄町喜多

黒田庄町西澤

黒田庄町大伏

黒田庄町福地

蒲江

緯度橋

畑瀬橋

船町橋

➋ 黒田庄町前坂

前坂

大伏

❸黒田庄町福地

➊黒田庄町田高

➌ 黒田庄町福地（対策済、住宅浸水なし）

福地

(総雨量と時間最大雨量)

➊

➋

➌

■ 平成３０年７月豪雨 黒田庄町田高・前坂で被害大

加古川

新中橋

中央橋

加古川

加古川

国土地理院地図

➋ 黒田庄町前坂

前坂

233.5
207

181 183

331

63.5

23 21.5 16.5
30

0

50

100

150

200

250

300

350
総雨量 時間最大

平成30年
７月豪雨

昭和58年
台風10号

平成16年
台風23号

平成23年
台風12号

平成25年
台風18号

（ミリ）

355

1076
132

6 13

1662 317

113

48 34

0

500

1000

1500

2000
床上 床下

（市内住宅等浸水被害状況)

平成30年
７月豪雨

昭和58年
台風10号

平成16年
台風23号

平成23年
台風12号

平成25年
台風18号

（件）

平成30年7月豪雨は、平成16年台風23号時の約1.6倍の総雨量で
あったにもかかわらず浸水家屋数は約３％に減少するなど、河川
改修や総合治水への取組の効果が発揮された

令和元年度より黒田庄町田高・前坂で取組みかはまじる。37



水田貯留

市：ポンプ排水15㎥/分

福
地
川

水田貯留

総合治水～対策を効果的に組み合わせる～【内水対策は下水道事業で実施】

■ 大雨特別警報発令 総雨量 331㎜

○畑谷川上流部 H26～H29 約5万㎥
○畑谷川下流部 H29～R1 約11万㎥

加古川の水位は計画する水位を50㎝超過したが、地元住民作成のタイムライン
に基づく、ため池事前放流や樋門操作等の事前防災行動により、雨水の流出抑
制等が行われた結果、住宅浸水被害は発生しなかった

県：加古川の河床掘削

■ 地域と一体となった浸水対策 西脇市黒田庄町福地
地域と一体となった浸水対策 福地地区

西脇市 建設水道部 工務課

平成３０年７月豪雨時

＜参考資料＞38



水路の点検(ゴミ除去）

農業用送水ポンプ試運転地元による防災訓練

そなえる対策■ 事前防災活動と防災訓練の状況

雨水排水ポンプ場の操作訓練ため池貯留
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平成30年７月豪雨 浸水被害が発生‼
黒田庄町田高・前坂でも浸水対策に着手

40

前坂

大伏



対策実施

➊ 黒田庄町田高

黒田庄町田高・前坂地区における地域総合治水対策 （応急対策）

浸水範囲

逆流により浸水した箇所の
雨水桝の壁高を1.2ｍ嵩上
げ

[30年7月豪雨時]  加古川の水位上昇により水路が逆流し、浸水被害が発生 [30年7月豪雨時]  加古川の水位上昇に伴い、加古川へ排水できなくなった上流部（流
域外）の雨水が用水路を伝わり流入し、浸水した

上流からの雨水流入量を
軽減するため、樋門付近
の用水路の壁高の60ｃｍ
嵩上げ工事を実施

対策実施

1.2m嵩上

<<令和元年度実施>>

×

浸水範囲

流域
大山記念病院

×
60cm嵩上

➋ 黒田庄町前坂

■ 黒田庄町田高・前坂で応急対策を実施
41

41



内容 日時 場所 出席者 対応者 内容

1 田高1
第１回田高地区
水の学習会

- - - -
H30.7月豪雨時の状況説明
水の学習会、早期対策、中期対策の検討について

2 田高2
第２回田高地区
水の学習会

平成30年9月28日 田高公民館
荻野区長、荻野副区長
小林積善組合長ほか3名

田中部長、内橋課長
遠藤課長補佐、田邊

H30.7月豪雨時の状況説明
総合治水事例紹介、今後のスケジュールについて

3 田高3
第３回田高地区
水の学習会

令和1年6月12日 田高公民館 荻野区長、荻野副区長ほか2名
田中部長、内橋課長、後
藤主査、宮崎

H30.7月豪雨時の状況説明、短期対策工事の説明
H30.7月豪雨時の現場状況ヒアリング

4 田高4
田高地区（完成後）
短期対策工事説明

令和1年7月29日 現地 荻野区長、荻野副区長ほか3名
内橋課長、後藤主査、宮
崎

短期対策工事完了後、工事および操作説明

5 田高5
第５回田高地区
水の学習会

令和2年1月20日 田高公民館 荻野区長、荻野副区長ほか1名
内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

西部井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

6 船町1
事業説明
ヒアリング

令和2年1月21日 船町公民館 西村区長、役員１名 宮崎、村上
西部井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

7 石原1
事業説明
ヒアリング

令和2年2月8日 石原公民館
吉本区長、中川副区長、宮崎土木、
役員１名

宮崎、村上
西部井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

8 西澤2
事業説明
ヒアリング

令和2年2月8日 西澤公民館
飛田区長、藤本副区長
役員7名

内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

西部井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

9 田高6
第6回田高地区
水の学習会

令和2年3月23日 田高公民館 荻野区長、荻野副区長ほか２名
内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

対策の説明。地元より、平成30年7月豪雨と同程度の降雨に対し、
床下浸水無しの意向。　今後の作業内容と工程を説明。

10 田高7
第7回田高地区
水の学習会

令和2年7月27日 田高公民館 荻野区長、荻野副区長ほか２名
内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

対策の説明。平成30年7月豪雨の地元状況と樋門操作等の諸条件
確認。　今後の作業内容と工程を説明。

地元と調整会を実施 （計画策定（step２）のための情報収集） step1 <<令和元年度実施>>

➊ 黒田庄町田高

➋ 黒田庄町前坂

氾濫解析を行い計画を策定 step2

下水道事業で工事を実施 step3

地域総合治水対策
（ためる・ながす・そなえる）

住民によるタイムラインの作成
地域における雨水排水路整備の実施計画

■ 現在の取り組みと今後の予定
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内容 日時 場所 出席者 対応者 内容

1 前坂1
第１回前坂地区
水の学習会

平成30年8月6日
第２庁舎
会議室

池田区長、東野副区長
坂本会計、土木ほか

福田技監、田中部長
内橋課長

H30.7月豪雨時の状況説明
水の学習会、早期対策、中期対策の検討について

2 前坂2
第２回前坂地区
水の学習会

平成31年1月28日 前坂公民館
池田区長、東野副区長
坂本会計、土木ほか

田中部長、内橋課長
遠藤課長補佐、田邊

H30.7月豪雨時の状況説明
総合治水事例紹介、今後のスケジュールについて

3 前坂3
第３回前坂地区
水の学習会

令和1年6月28日 前坂公民館
坂本区長、池田前区長
山根土木、中島農会長ほか

内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

短期対策工事の説明
H30.7月豪雨時の現場状況ヒアリング

4 前坂4
前坂地区（完成後）
短期対策工事説明

令和1年7月26日 現地 坂本区長、池田前区長、土木 内橋課長、宮崎
短期対策工事完了後、工事および操作説明
地元からゲートの設置要望

5 前坂5
第４回前坂地区
水の学習会

令和2年1月27日 前坂公民館
坂本区長、池田前区長
山根土木、中島農会長ほか

内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

喜多前坂黒田井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

6 黒田1
事業説明
ヒアリング

令和2年1月27日 黒田公民館 森脇区長、役員2名 宮崎、村上
喜多前坂黒田井堰用水路および流域排水路のルート説明
用排水路区画割図を基にH30.7月豪雨時のヒアリング

7 前坂6
第５回前坂地区
水の学習会

令和2年3月13日 前坂公民館
坂本区長、池田区農会（前区長）
ほか役員5名

内橋課長、後藤主査
宮崎

平成30年7月豪雨の氾濫解析の実施ンための再度条件整理

8 前坂7
第6回田高地区
水の学習会

令和2年7月29日 前坂公民館
坂本区長、池田区農会（前区長）
ほか役員6名

内橋課長、後藤主査
宮崎、村上

対策の説明。平成30年7月豪雨の地元状況と樋門操作等の諸条件
確認。　今後の作業内容と工程を説明。



御清聴ありがとうございました。

マンホールカード【H29年12月発行】
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